









































































































































































































文言は使われていないものの、『日本民俗学』第 236 号（2003 年 11 月）において「フォ
ークロリズム」の特集が組まれ、関連する議論が展開されている。そのほか、国立歴史民
俗博物館の共同研究「人文・自然景観の開発・保全と文化資源化に関する研究」の成果が




堂、2007 年 12 月）が刊行された。 





































































している。大門は、20 世紀末から 21 世紀の冒頭にかけて「いのち」「生存」といった新
しい視点が提起されているとし、資本主義社会による管理や矛盾が深まる中で、人々の存
在を根幹のところから見通す新しい視点を得ようとする機運が出ていると指摘する。そし
                                                   






































                                                   
7 「いのち」「生存」に「福祉」を加えた３つをさす[大門 2013:281]。 
























 高度経済成長期とは、一般に 1955 年（昭和 30）から第 1 次石油危機が起きた 1973 年































































































































































































































































































































                                                   





































































































において 1989 年から 1990 年にかけて集中的に調査を行った。本章では、そこに出店する
ある農家出店者をとおして、出店の経緯、生計維持のうえで持つ意味、商いに対する意識
などを分析し、市への出店がなりわいとしてどのように位置づけられるかを考える。事例



















































































































































伊勢国出身者が群を抜いて多く、江戸時代後期の商人約１万 8000 人が名乗った 2058 の






































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                   
16 農林水産省が実施した平成 21 年度農産物地産地消等実態調査によると、全国の産地直
売所 16816 か所のうち、常設施設利用が 92.9 パーセント（専用施設 59.0 パーセント、























































































 2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災により、気仙沼市の沿岸部一帯は津波と火災
による甚大な被害を被った。海岸沿いにあった朝市の開催場所も津波の直撃を受け、事務
所もすべて流された。 






































 これによると、全体で約 60 店があり、このうち野菜・果物・魚介類などの生鮮食料品が



















 出店者の中で特徴的なのは、海産物・魚介類とした 10 店のうち約半数に、漁師が含まれ
ていることである。朝市に限らず一般的な商店においては、海産物を扱うのは仕入れをす
                                                   












































































































































































         

















表Ⅶ－２ 気仙沼朝市の業種と居住地別出店者数（2014 年 6 月現在） 





農産物（野菜） １２ ２ １４ 
花 ― ４ ４ 
果樹 ４ ６ １０ 
青果物 ２ １ ３ 





総菜・漬物 ２ １ ３ 
卵 １ ― １ 
米 ― ２ ２ 
パン ― １ １ 
焼鳥・たい焼・たこ焼 ３ ２ ５ 





履物 １ ― １ 
ザル・籠 ― １ １ 
手芸品 １ ― １ 
正月用品 ２ ― ２ 








写真Ⅶ－１ 気仙沼の朝市（2009 年 3 月撮影） 
    
写真Ⅶ－２（左） 気仙沼朝市の小間札（2009 年 3 月撮影） 
写真Ⅶ－３（右） 震災後イオン駐車場で開催される朝市（2014 年 9 月撮影） 
    
写真Ⅶ－４（左） 農家出店者の小野寺りつ子さん（2014 年 6 月撮影） 
写真Ⅶ－５（右） 漁師による海産物の店（2014 年 9 月撮影） 
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写真Ⅶ－６ 農家出店者の店に並ぶ個性的な自家製商品（2014 年 6 月撮影） 
 
 
写真Ⅶ－７ 五城目町で開催された全国朝市サミットと加盟する朝市の紹介ブース（2014 年 10 月撮影） 
 
 



















  1987『増補 無縁・公界・楽―日本中世の自由と平和』平凡社 
有馬誉夫 





  1963「大根島梗概―付、大根と人参―」『季刊山村民俗』第 23 号 山陰民俗学会 
石原 潤 
  1987『定期市の研究』名古屋大学出版会 
石本昭雄 





  1992「地方城下町と市の歴史」『市場史研究 第 10 号』 
植村元覚 
  1958『行商圏と領域経済―富山売薬業史の研究』ミネルヴァ書房 
内堀基光 
  2007「金になるということ―イバンとザフィマニリの集落におけるサブシステンス活
動と小商品―」小川了責任編集『資源人類学 04 躍動する小生産物』弘文堂 
愛媛県歴史文化博物館 




  2013「『生存』の歴史―その可能性と意義」『「生存」の東北史―歴史から問う 3・11』
大月書店 
大阪市水産物卸協同組合編著 
  1985『水産物流通の変貌と組合の三十年 資料編』蒼人社 
大多喜町史編さん委員会編 
  1991『大多喜町史』大多喜町 
岡村 治 
  1989「新潟県における定期市場網の地域的差異―市掛行動の分析を通して―」『人文地





  2007『資源人類学 04 躍動する小生産物』弘文堂 
折笠俊輔 
  2013「農産物直売所の特徴と課題―既存流通との比較から―」『流通情報』№502 
折口信夫 
  1927 頃「若水の話」（中央公論社『折口信夫全集』２ 1955 年 所収） 










―」『日本民俗学』第 262 号 
鎌倉幸次 
  1963『高知の街路市』高知市街路市組合連合会 
神崎宣武 
  1984『わんちゃ利兵衛の旅』河出書房新社 




  1964「社会経済史学と民俗学―とくに交通・交易史との関係」『日本民俗学会報』第 35
号 
  1970ａ『旅と交通の民俗』岩崎美術社 
  1970ｂ『市と行商の民俗』岩崎美術社 
 55 
 
  1973『日本海上交通史の研究』鳴鳳社（1986 年法政大学出版局より再刊） 
  1976『人間の交流』（桜井徳太郎と共著）河出書房新社 
  1981『川の文化』日本書籍新社 
  1984「海の道・川の道」『日本民俗文化大系 第６巻 漂泊と定着』小学館 
  1985「市とその生態」『日本民俗文化大系 第 11 巻 都市と田舎』小学館 
  1989『日本海島文化の研究』法政大学出版局 
鬼頭 宏 





  1996「駅路の合理性―因美国境地帯の交通・交易伝承―」『民俗文化』８ 近畿大学 
  2000『西日本庶民交易史の研究』文献出版 
胡桃沢勘司編著 
  2008『牛方・ボッカと海産物移入』岩田書院 
高知市産業振興総務課編 
  2004『街路市資料集』高知市 
  2005『土佐の日曜市に関する調査』高知市 
国立民族学博物館編 
  1991『国立民族学博物館研究報告別冊 16 号 現代日本における家庭と食卓』国立民族
学博物館 
国立歴史民俗博物館編 
































 1954「夷隅郡内の定期市に就いて」『房総地理 ５』 
四宮守正 






















  1958ａ『高田市史』第１巻 高田市役所 







  1957『塩および魚の移入路―鉄道開通前の内陸交通―』古今書院 
田村幸一 
  1987『足摺の年中行事』私家版 
田村直樹 




 1954「夷隅地方の市について」『房総地理 ５』 
鳥取県 
  1974『鳥取県史 第６巻 近世資料』鳥取県 
鳥取県水産試験場 
  1959『鳥取県沿岸漁業の動向』（資料第 104 号） 
鳥取市 

















錦織 勤・池内 敏編 

























 1981a『松阪市史 第９巻 史料篇 地誌２』蒼人社 
1981b『松阪市史 第 10 巻 史料篇 民俗』蒼人社 
1982『松阪市史 第 14 巻 史料篇 近代１』蒼人社 
萬納寺徳子 
  1972「絵巻物よりみた運搬具の変遷」日本常民文化研究所編『民具論集４』 
三田村佳子 




 1955『海をひらいた人びと』（未来社『宮本常一著作集 ８』1969 年 所収） 
1964『海に生きる人びと』未来社 
 1969ａ「行商」（岩波現代文庫『女の民俗誌』2001 年 所収） 
 1969ｂ「出稼ぎと旅」（岩波現代文庫『女の民俗誌』2001 年 所収） 
 1979「塩の道」『道の文化』講談社 
安室 知 
 1997「複合生業論」野本寛一他編『講座日本の民俗学５ 生業の民俗』雄山閣 
 2012『日本民俗生業論』慶友社 
八頭郷土文化研究会編 
 1996『新編八頭郡誌 ９巻 八頭郡のくらしと民俗』八頭郡町村会 
柳田国男 
 1926「山の人生」（ちくま文庫『柳田國男全集４』1989 年 所収） 
1927「旅行の進歩及び退歩」（ちくま文庫『柳田國男全集 27』1990 年 所収） 
 1928「都市と農村」（筑摩書房『定本柳田國男集 第 16 巻』1969 年 所収） 
 1931ａ『明治大正史 世相編』第６章「新交通と文化輸送者」（ちくま文庫『柳田國男全
集 26』1990 年 所収） 
 59 
 
 1931ｂ「行商と農村」（ちくま文庫『柳田國男全集 29』1991 年 所収） 
 1934ａ「峠の魚」（ちくま文庫『柳田國男全集８』1990 年 所収） 
 1934ｂ「文化運搬の問題」（ちくま文庫『柳田國男全集 28』1990 年 所収） 
 1935「塩雑談」（ちくま文庫『柳田國男全集 17』1990 年 所収） 
 1940「海上文化」（ちくま文庫『柳田國男全集２』1989 年 所収） 





第 56 号 




隊と鮮魚列車を事例として―」『国立歴史民俗博物館研究報告』第 167 集 
 2012ｂ『女の旅―幕末維新から明治期の 11 人』中公新書 
2014ａ「定期市における売り手の技術に関する試論―高知・街路市のサカキ・シキビ
店を事例として―」『国立歴史民俗博物館研究報告』第 181 集 
  2014ｂ「島根県・中海の大根島における生業の変遷―戦後の牡丹苗行商を生み出した





 2000『シリーズ近世の身分的周縁４ 商いの場と社会』吉川弘文館 
米子市史編さん協議会 
 2008『新修米子市史 第４巻 通史編 現代』米子市 
米子鉄道管理局編 
 1963『米子鉄道管理局史』米子鉄道管理局 
米山俊直 
 1989『小盆地宇宙と日本文化』岩波書店 
渡部晴基 
 1984「大根島における就業構造の変化」『農村開発』№13 島根大学農学部農山村地域
開発研究調査室 
 
 
